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第 29次南極地域観測隊あすか観測拠点越冬報告 1988-1989

矢内桂三＊

Activities of the Wintering Party at Asuka Station by the 29th 

Japanese Antarctic Research Expedition in 1988ー1989

Keizo YANAI* 

Abstract: The wintering activities at Asuka Station by the 29th Japanese 

Antarctic Research Expedition (JARE-29) are reported. The winter party at 

Asuka Station, (the Asuka party), consisted of IO persons including four scientistふ

On December 28, 1987, the Asuka party took over Asuka Station which was started 

by JARE-28 in February 1987, then continuously maintained the station during 

the wintering. The station was succeeded by JARE-30 on December 22, 1988. 

The main scientific program of the Asuka party is the泣earchfor Antarctic 

meteorites on the bare ice around the S0r Rondane Mountains. Other programs 

comprised the meteorological surveys, studies of upper atmosphere physics, gla-

ciological survey, medical-biological studies, and logistic survey of the housing 

at Asuka Station. 

A systematic search for Antarctic meteorites was carried out five times, be-

tween January 1988 and January 1989, amounting to about 150 days. More than 

2000 meteorites, about 400 kg in weight, were collected from three main areas 

around the mountains. The other programs were also carried out successfully 

during the wintering. 

要旨：第 29次観測隊あすか越冬隊の活動を恨竹ずる．あすか越冬隊は4名の研究
打を含む 10名で構成され， 1987年 12月 28日， 第 28次観測隊からあすか観測

拠点の竹理連営を引彦継いだ．あすか越冬隊の上要な観測計画はセールロンダーネ山

地 (SorRondanc Mountains)における組織的なI隕石探在であった． その他tな観
測として，気水圏研究，気象観測の他趙高附物冊，［矢学• 生物， :'8氷，寒地丁学に関
ずる 1闘在研究も合わせて実施した.1;11{ i探佑ま 1988年 IJ jから翌年の 1月までの
5 lriJ, ,ti-150日に卜る組織的な探在を行い，侶J2000他lのIii-しれを採集した．総軍贔は
り） 400 kgである．をの他の研究観測もほぼf定通り＇｝で施出来た．

1. はじめに

第 29次南極地域観測隊（以下第 29次観測隊）のあすか越冬隊は第 28次あすか越冬隊

からあすか観測拠点 (AsukaStation, 71°31'3411S, 24°08'17"E, 標高 930m) (以下「あす

か」）を引き継ぎ，主に阻石探在を実施する目的で越冬した．

「あすか」ぱ第 25次観測隊の現地調査に始まり， 基地建設は第 26次観測隊が主屋棟，

第 27次観測隊が発電棟，そして第 28次観測隊が観測棟他を建設し，越冬に入った（鮎川，
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1989). 第 29次観測隊は灯油タンク (12kl) の建設と予備排水孔の掘削を行った． また，

冷凍食品の保存のために雪洞の一部拡張を行ったが，建物や内部設備に大きな変更はしてい

ない．筆者以下 10名のあすか越冬隊は 1987年 12月 28日 1200をもって，第 28次越

冬隊から「あすか」の運営を引き継ぎ，越冬体制に入った．以後， 1988年 12月 21日2400

をもって，第 30次観測隊あすか越冬隊（召田成美隊長）に基地のすべてを引き継いだ．越

冬期間中は基地を維持しつつ，所定の観測を実施した．

2. 越冬隊の編成

第 29次観測隊あすか越冬隊は表 lのように 10名で構成された．

表 1 第 29次観測隊あすか越冬隊編成表
Table I. The wintering personnel of JARE-29 at Asuka Station in 1988--1989. 

担 叫 1 氏 名！年齢＊ 所
―---------------------------------------__ I 
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装備・設党→股 IF HI 泰
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， 2 ゚次越冬

36 1 国立極地研究所事業部
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* ii', 港時平均年齢 34.4i茂

3. 研究観測計両

第 29次観測隊あすか越冬隊の研究観測計画は，基地を中心とした気水圏系研究観測の地

上気象観測及び放射特性に関する研究，可氷・地学系研究観測 (7年計画最終年）の隕石探

在である．その他定常的観測として，地上気象観測，超高層観測，設営工学観測，‘月尺測定，

降雪サンプリングの他，医学研究，生物調査等の実施も計画した．

隕石探在は第 29次観測隊の主要なプロジェクトであり，計画の概要を表2に示した．
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表 2 弟 29次観測條巾極闘¥,{i探tf,;!・fr!ij
Table 2. Plun of the search Jrn・Antarctic meteorites, J A RE-29 in 1988-1989. 

課題名：隕石探査

目的： I. セールロンダーネ山地局辺裸氷帯における隕石探査

2. 隕石集積機構の解明；裸氷帯の雪氷学的閲査

l: 旨：南極隕石は南極の裸氷帯に限って産する特異性があり、函極隕石の探査と採集は雨極観測臓に

よってのみ実施されてきた. n本の観測隊は今まで注にやまと山脈周辺の裸氷帯を中心に隕石
探査を実施し、多くの成果を上げてきたが、第 29次観測隊は南極で最大級の裸氷帯が発達する

セールロンダーネ山地周辺での隕石探査を計画した．セールロンダーネ山地周辺の裸氷帯はや

まと山脈の裸氷帯に酷似し、多くの隕石の分布が期待される最も有望な地域の一つである．す

でに同地域から 3個の隕石が発見されており、もし、やまと山脈と同程度の割合で隕石が分布

すると仮定すれば、セールロンダーネ山地固辺には少なくとも数千個から 1万個を越す隕石の

存在が期待される．

第29次鋭測隊はあすか鋭測拠点の地の利を生かし、組織的な隕石探資を実施する．

実施期：第 1期： 1988年 1月ー2月

第 II期： 1988年 2月

第m期： 1988年 3月ー4月

第IV期： 1988年 8月ー9月

第 V期計両（‘只施案）

il f花： l :l88イf10 fj上 ・q,1iJ 

I 2月中旬

12月下旬

1889年 2月I・.・中句

隕石探査（夏隊と合同）

（セールロンダーネ山地東部、バルヒェン山地域）

ルート偵察

（セールロンダーネ山地西部～南部地域、ナンセン氷原）

隕石探査（地質調査を含む）

（セールロンダーネ山地東部、バルヒェン山地域）

隕石探査（地質調査を含む）

（セールロンダーネ山地西部、ニルスラルセン山周辺地域）

第 V期： 1988年I0月ー1989年2月 隕石探査（氷床調査、地質調査、測地作業を含む）

（セールロンダーネ山地西部・南部及び東部裸氷域）

出発 (7名）

［あすか」引き継ぎ便 (3名）

出発 (5名、要員を一部交代9名）

「あすか」帰看、 30マイル、 LO(P/U) 

要員：

L. 
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通信担‘り

設営担 i片

前期後期

1名 1名

2名 2名

1名 2名

1名 1名

0名 1名

2名 2名

＇］名 9名

車両•そり関係

雪 I::車： SM50 

スノーモービル：

そり：中型木製そり

小型そり

観カプ・ース

台

台

台

台

台

3

9

7

6

2

 

I

-7

5

 

4. ,1翡冬経過概疫

窮 29次あすか越冬隊の年間行動を表 3に示す．あすか越冬隊は夏隊，特に地学調脊．隊と

は合同調在を実施するなど，多く行動を共にした．一部夏隊報告と重複する点もあるが，越

冬隊にとっても屯要な部分なので，省略せずに記した．

1987年 12月 28 日，第 28次あすか越冬隊から「あすか」の運営維持管坪を引き継い

だ．あすか越冬隊の任務ぱ夏期にデポ柵及び燃料タソク（灯油）建設，排水孔予備孔の掘削，

越冬中に気水圏系研究観測の地上気象観測及び放射特性観測，、If氷・地学系研究観測 (7年
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表 3 第 29次観測隊あすか越冬隊の行動表
Activities of the Asuka party of JARE-29 in 1988-1989. 
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叶両最終年）の1111石探査であった．定常的観測として地上気象観測，超高層観測，設営工学

的説測，囚1尺測定，降可サソプリソグ等の他，生物・医学研究を実施した．

1987年 12月 19日，「あすか」への一番機飛行により，第 29次観測隊のオペレーショ

ンが叫始された．例年通り物資はブライド誇 (Breidvika)上の「しらせ」から主に 30マイ

ル地点に空輸され，さらに雪上車隊により「あすか」まで運ばれた．生鮮野菜と冷凍品の一

部はヘリコプターで直接空輸したほか，天候の状況により燃料ドラムの一部は LO地点に空

愉した， 12月 31日LO地点からの雪上車隊（陸送班最終便）が「あすか」に到着，約 130t 

の物賓輸送が終了した．一方，第 1便で「あすか」入りした越冬隊と一部夏隊員によりパイ

プtllfrの建設，灯油タンク建設並びに排水孔予備孔の掘削を実施，これを完了させた．また，

これと並行し，排水孔雪洞拡張，冷凍品用雪測拡張工事を実施した．

以期観測として地図作成のための航空機による空中写真撮影観測を第 28次観測隊の指揮

のもとに夷施した． しかし天候に恵まれず，予定のコース全部の撮影は出来なかった．また，

セールロンダーネ山地 (S¢rRondane Mountains)夏期地学調査隊に機械主任をはじめ 3名

の越冬隊員を参加させ調在隊の安全を期した．

越冬中は地上気象定常観測等を通年実施したほか，研究観測の地上気象観測及び放射特性

に関する研究を計画に沿って行い，大きな成果を得た．また，阻石探査を夏期を含め全 5回

にわたり行い，セールロンダーネ山地周辺の裸氷帯のほぼ9割を調査し，隕石約 2000個を

採集した． しかし， 平成元年 1月 13日隕石調査隊の雪上車がヒドンクレバスを踏み抜き

転落， 3名の負傷者を出す事態が発生した．このため阻石探査を中止し， 1月 21 日探査隊

9名全員「しらせ」に民った．以下に越冬の概要を示す．

1月：正月早々 A級ブリザードに見舞われ，ー同言わずして「あすか」の厳しさを感じさ

せられた． 中・下旬は 2-3日周期で天気が変わり下旬には日没が始まった． 元旦の「あす

か」在住者は，越冬隊 10名， 以期セールロンダーネ地学調在隊 7名， 朝日隊 8名の計 25

名であった．その後人員の出入りが激しかったが，中旬以降越冬隊7名で基地を維持しつつ

越冬準備，灯油タソク配管及び燃料入れ，観測準備等を行った．また，下旬から旅行食の準

備を始めた．セールロンダーネ地学調査隊 10名（以 7, 冬 3名）は 6日午後遅く出発，ブ

ルケソ (Bulken), バルヒェン山 (Balchenfjella), アウストイェルメン (Austhjelmen) に

キじンプ，各部門の観測を実施，月末にはアウストカンバネ (Asutkampane)に移動した．

良くも悪くも朝日隊に翻ろうされた 1月であった．

2月： 2月 3日， セールロンダーネ山地地学調在隊 10名が「あすか」帰投. 6日， 夏

隊は 3名の越冬隊と共に 30マイル地点へ，同 7日夏隊は「しらせ」に収容された．一方越

冬隊 3名は 30マイル地点の保守，点検を済ませ 8日早朝帰投した．

りr~n 期 1訊石調在隊の 5 名（矢内，米沢，下田，奈良岡，藤田）は， 10日午後， セールロ

ンダーネ山地南部へのルート工作に出発，ニルスラルセン山 (NilsLarsenfjellet) の西麓を
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通り南下し，青氷帯に到逹した． しかし，幅 10m前後のクレバスが無数に走る巨大なクレ

バス帯（約 6kmx60 km) に阻まれ，南下を断念． 一旦引き返し， ロイサーネ (Roysane)

の南 10km地点から北東に進み， ロジャーストッバネ (Rogerstoppane)の西でクレバス帯

を迂回し何とか南側の町原に逹した．さらに南進し， 25日「あすか」から 233キロメート

ル地点で 24°15'E,72°45'S, 標高 2700mのナンセン (Nansenisen)氷原に取り付いた．

第I1期隕石調在隊が出発後，「あすか」は残る 5名（神，古山，河内， 青木， 白田）で観

測及び施設の維持，運用に当たった. 18-20日の間， 54.3 cmの降雪を伴う A 級ブリザー

ドに見舞われ，観測棟非常口が完全に埋没したほか，屋外デボ物品やそりも雪に埋もれた．

屋外施設，デポ物品等の整備完遂を待たずして 28日から 945mbの低気圧による A 級ブ

リザードに見舞われ，少人数での施設維持，物品の管理には大きな負担がかかった．

3月： 5日，第I1期阻石調査隊が「あすか」に帰投，ナンセン氷原へのルート確保及び隕

石予備調査を実施． 隕石約 230個， 最大 46kgのコンドライトを採集した. 24日，第III

期隕石調査隊の 5名（矢内，神，河内，白田，奈良岡）がバルヒェン山地域へ出発したが，

13日からのブリザードにより降雪量多く， 雪上車は 3台のそりを引くことができず難行し

た. lfL期セールロンダーネ地学調査隊に同行し調査した裸氷帯も積雪があり，サスツルギ帯

になってし、た．

前半は非常に天候に恵まれ微風快睛の日が続いたが， 13日から 20日までのブリザードに

より非常口，デボ物資，そり棟が埋没した．主屋棟非常口は以前から埋没していたため，そ

こに雪洞を掘り新たに非常口を確保した．観測棟の出入口しま，除雪後， ラワン合板等で風の

流れを変えたり工夫した．安全地帯Bに，角材道板等で階段を作成，また同通路も角材にて

補強し，出入口，非常口を確保した. 17日に防毒マスク，非常用品等を各人各部屋へ配布，

取り扱いと非常時の避難方法の訓練を実施した．旅行準備，観測，基地の維持管理と非常に

多忙の中，全員協力し，より安全で，かつ快適な生活が出来るように努力が払われた．

4月：全般に穏やかな日が多く，ブリザード日数も 6日間と少なかった. 8-9日， 17-20 

日， 28日に降雪を伴う A--B級ブリザードがあったほかは，比較的風も弱く好天が持続した

が，気温は低く， 日最低気温ー30℃ 以下の日は 9日だった. 3月中にもたらされた多贔の

降雪によって 4月上旬は軟雪に悩まされたが，中・下旬は積雪表面の硬化と削剃があり雪面

の凹凸が激しくなった．

4月4日第III期隕石調査隊の 5名がバルヒェン山地域から帰投した．中旬に 5名ずつ 2班

に分かれあすかーブラットニーパネ間のルート整備，雪尺測定を棟ねルート工作の訓練を実

施した．調査隊帰投後， SM50,6台， SM40, 4台のオイル交換及び SM50, 3台のガイド

ローラの交換等雪上車整備を屋外で実施した．一方のびのびになっていた主屋棟の移動量，

建物の沈下量及びドリフトの測贔を上旬と中旬に実施した．昨年 12月「あすか」到着以来，

調雀旅行等で全員揃うことはまれだったが，下旬から 10名全員の越冬生活に入った. 4月
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末をもって越冬生活も 3分の 1を経過するが，越冬前半の野外調壺を予定通り実施し，基地

での定常観測，研究観測も一応順調に推移した．太阻も日に日に高度を下げまたブリザード

の襲来があったものの好天の日が多く日平均気温も一30°Cを割って兒外作策に南極をじか

に惑じる 4月だった．

5月：太陽も日に日に高度を下げ 21 日には完全に姿を消し， 7月 24日までの長い夜に

入った．前半と下旬の初めは好天に恵まれ， 放射冷却による気温の低下があり， 快睛の 10

日には最低気温ー41.9゚C を記録し，日最低気温ー30'C以下の日が 9日もあった．ブリザ

ードは上旬に 1日，中旬に 5日，下旬は 26日からのブリザードが月末まで続いた．特に 30

日からのブリザードは多最の降雪を伴うものであった．低温と薄明のため基地外作業の効率

が極端に悪くなった．このため基地外作業は雪入れや， ゴミ捨てなど必要最小限にとどめ，

基地内作業に切り替えた．主な作業は野位庫雷洞（安全地帯B出口階段横）の拡張，観測棟

一発電棟間雪洞通路の雪出し，排水孔雪洞の拡張並びに予備排水管の設置であった．また，

各棟及び通路のコネクターキャップを点検した．野煤庫に飯場棟の冷凍の野菜，果物を搬入

した．作業棟は風下側を除き頂部近くまで雪に埋没し，出入り口の確保及び維持が困難とな

っている． このため緊急の処置として西側風下のウィンドスクープを利用しここに新たな出

入り口を設け，スノーモービルの搬入を可能にした．作業棟の非常出入り riはこれとは別に

確保された．

生活面では誕生会，晴海出港半年記念，太陽を偲ぶ会，南極大学開講式等行巾が続いた．

聞講式に引き続ぎ南極大学あすか講座（前期）がスタートし，太陽系の誕生，宇宙と生命等

の講義が始まった．大学とは別に教投講座も不定期に開講され，知識の吸収と老化防止に役

立っている．南極大学後期講座は 6月下旬に教投講座は 8月まで続けられた．越冬に多少の

ゆとりの出てぎた中旬から発電棟の片隅で水耕栽培が開始された． 初出荷はモヤシ 700g,

カイワレ大根 150gであった．また，芽の出たクマネギは水耕栽培器の中で青々としたネギ

に成長し隊員の目を楽しませている．中旬は転がる太阻の撮影に絶好の時期であった．主屋

棟風下側にはカメラの放列が出来，防寒具に身を固めた隊員が 5分ごと， 10分ごとにシ 1

ッターを切っていた． しかし—-40℃ の低温にカメラが次々とダウンし昭和枯地に比べ条件

の厳しさを惑じた．夜はオーロラや星府の素睛らしさにしばし南極の自然を満喫させられた．

暗夜期に入り外作業は困難になったが，観測と牛活は特に問題なく経過した．

6月：太陽の出ない賠夜期の 6月は天候が悪くブリザードと地吹雪の日がほとんどで，外

作業が極端に制限された． 軽油クンクは見積もり 3400l残で 6月期に人ったが， 3日急に

給油不能となり， 6日地吹雪を衝いて軽油 12本 (2400/)をタンクに注入し急場をしのい

だ．同 13日， 48本 (9600/)を注入することが出来， 賠夜期の燃料を確保した． 一方造水

槽は蓋を 3分の 1程度開けることにより，昇が自然に流入し，牛活水と週 3回の風昌でも水

不足になることはなかった．古面は徐々に上昇し，建物の風上側は少なくとも現在各棟の岸
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根と同レベルに達し， 一方風下側のドリフトは屋根面より最高 2mに達した． 出入り口及

び各棟の非常IJと非常脱出窓は確保されているが，観測棟非常口はブリザードの時度々埋没

し，その都度人力により除内を行った．今まで発電棟非常口は埋没したことはないが，同非

常口から造水漕に延びるウィンドスクープはかなり狭まり，造水槽の上面が一部出ている状

態であった．屋外デポ物品の埋没はいかんともしがた＜，自然のなせるままになっていた．

しかし，車両の埋没はなく，そりもほとんど埋没していなかった．生活面では南極大学あす

か講座が引き続き開講され， 11 日誕生会， 19 日から 22日までミッドウィンクー祭を行っ

た．水耕栽培が盛んに行われモヤシ，カイワレ，牧草などが順調に出荷された．一方生鮮野

煉も良好に保存されていた．長い夜は生活のハターンに多少変化が見られたが，越冬前半を

無，#にこなし精神的にゆとりが出てきた．越冬も折り返し点を過ぎ，各部門予定の作業を順

調にこなした．特に越冬明けにf定されている調在旅行の準備も着々と進められた．

7月：上・中旬と賠夜が統いたが，ブリザードも少なく，気温も高めに経過し，概して平

穏な月であった. 26日太閤の再来を確認し，越冬後半の行動を開始した． 上・中旬に南極

あすか大学後期講座を開講 16日卒業式を挙行した． 上旬に生鮮野莱の整理を実施，ジャ

ガイモ，キ＼・ベツは保仔良好であるが， タマネギ， ニンジンは腐りが早く残りが少なくなっ

た．大根，山芋， ゴボウ，長ネギ等は早々に姿を消した．果物類は日本のリンゴー箱健在，

オレンジ，グレープフルーツは上旬まで，それ以降は冷凍物を食した．械的には越冬交代ま

で十分にもつ見込み．一方水耕栽培も順調で，モヤシ，カイワレ，牧草， ソバ，タマネギの

牙等が出荷されている．交代期には全員が調査旅行に参加するため，食柑は来年 2月上旬ま

で補給なしで生活できるよう，壮画的に消費してきた．今月，旅行食を作成して残り食糧の

見通しがついたが，余裕を持てる量であった．下旬から~f上車整備を野外で行ったが，低温

と地吹古のため難行した．また，デボ棚，そり，スノーモービル，燃料ドラムは手つかずで，

そのうちいくつかは完全に埋没した．また，陪夜期を利用し，旅行食・装備品の準備を着々

と進め， 2月上旬「しらせ」にピックアップされるまでの旅行食（レーション） 1070日人

分を作成した．今月に人って第 30次観測隊からの1月い合わせ等が急増し，各々の担当者は

物品のチェック， リスト作成や調達参考意見の作成に追われた．屋外の状況は相変わらず厳

しく紅時間の外作業でも凍傷が相次いでいるため，気湿ー30℃ 以ド，風速 15m/s以上の

日は原則として外作業を中止した．

8月： 8月 1日の日の出は 12時， 日没午後 3時 30分，同月 31 日の日の出 8時 30

分， 日没午後 6時となり， 時間的にすでに冬を過ぎた惑がある． 月を通じ晴天の日が多い

割に平均気温は一20゚C 台と高めに経過した．しかし上・下旬とも風が強く，外作業はかな

り大変であった．下旬は気温が一30℃ を下回る日もあったものの，屋外での車両整備が連

日急ピッチで進められた．一方，強風の中でのスノーモービル掘り起こし，デポ物資掘り起

こし，移動・集積，バイプ棚の傘掲げと物資移動，中型そり掘り起こしと移動，冷凍物収納
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用大型雪洞掘削等が全員作業で進められた．

観測の方はラジオゾンデ打ち上げ，放射， 日射観測等を予定通り実施した．一方，隕石関

係は JMRの設置と調整，観測資材や装備品の集積，食糧準備，車両整備など旅行準備一色

となった．中旬にバーベキュー大会，下旬にゴルフ大会を催した．月初めは転がる太陽撮影

のラストチャンスであった．また下旬はオーロラの乱舞に惑激の時を過ごした．さらに，タ

方から朝方まで南天に輝く不気味な赤い星「火星」は1付十字星よりも印象的な星となってい

た．数名を除けばあすか滞在もあと 1カ月半となり，甚地の維持，旅行準備，引き継ぎ，持

ち帰り物品リスト作成など冬明けから一気に悦ただしさを増した．

9月： 8月下旬からの好天気が 9月期に入ってからも続き，外作業が急ピッチで進められ，

今までの遅れを取り戻した．この結果予定より 1ヵ月ほど早く 30マイル地点への雪上車，

そり等の移送を 22-27日にかけ実施した． 今までデポの埋没に悩まされ続けたが， 今期に

は雪の昇華と削ぱくが急激に進み，建物やドラム缶が顔を出す一方デポの倒壊が相次ぐよう

になった． また，今まで雪の下にあったゴミ類も顔を出し，汚れが目立ち始めた．

30マイル地点は積雪量が多く，当地に残置されていた 9台のそりのうち 5台は雪面下

1.5-2 m も埋没していた．これらそりの探索，掘り起こし，引き出しには大変難行した．ま

た雪面上に顔を出していた西独製大型鉄そり，居住カブース，幌付ボーリングそり，食糧

そり（大木箱搭載）も埋没はなはだしく，これらの掘り起こし，引き出しは大作業となった．

25次小屋は lm下に埋没し， 28次小屋も埋没ぱ時間の間題である．

9月期は好天が続いたため， 連日肉体労働の強いられた月となった． 「あすか」での生活

も残り少なくなったため，月初めから休日日課をなくした．引き継ぎ準備，旅行準備等に忙

殺された一月であったが，観測• 生活一般ともに順調に経過した．発電機 1号機の連続運転

は 30日 24時をもって 14997時間を品録し，引き続き順調に作動した．

10月：月全般比較的穏やかな日が続き， 外作業も順調に消化できた． 初旬にあすか残留

者を中心にバウターエン (Bautaen), トールネ (Tarnet)方面へ 2泊3日の小旅行を実施し

た. 15日には第IV期隕石調査隊 6名がルート工作と隕石探査等のためバム七山 (Bamsefjell) 

方面に出発，予定の調査を終え 29日午後無事帰投した．一方「あすか」における観測もお

おむね順調に経過した．越冬生活も大詰めとなり，引き継ぎの準備や身の回りの整理など引

き上げの準備に追われているが， 全員元気である. 31 日トウゾクカモメ 1羽の初飛来を確

認した．

11月：旅行および第 30次観測隊への引き継ぎ準備， 点検に追われるなか， 発電機工‘ノ

ジンの交換を行い良好に稼慟した．さらに基地内外整備，持ち帰り物品，私物整理等の諸作

業も完了し， 11月 13日予定通り第IV期隕石調査隊 7名（矢内，米沢，古山，下田，河内，

奈良岡，藤田）が「あすか」を出発した．この頃から太陽が全く沈まなくなり，天候も比較

的穏やかで安定した日が多くなっている．また，雪鳥も飛び交い夏到来を惑じさせた．旅行
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隊は H.E.ハンセン氷河 (H.E. Hansenbreen), ニルスラルセン山麓を経て， 11月 19日

はナン七ン氷原に到達した．途中のクレバス帯を無事通過し，阻石探在も着実に成果を上げ

ており， 貴重な隕石の発見も相次いだ． 「あすか」は滞在者 3名（神，青木，白田）となり

大作業となると手に負えないため，基地内外の各種点検を欠かさず実施し，少人数ながら観

測および某地の維持・運用は順調であった．旅行隊，甚地共に全員元気で，旅行隊一基地間

通信も確実に行われた．

12月：月全般にわたり好天に恵まれた中で，調査， 観測活動， 第 30次観測隊への引き

継ぎ等，各種オペレーションは， 目まぐるしくも順調に経過した．月の前半，隕石調査隊 7

名は 11月に引き続きナンセン氷原での隕石探査を行った．また，基地においては 3名によ

り基地の維持や観測，それに第 30次観測隊を迎える準備の最終点検がすすめられた. 15 

日，隕石調査隊から，矢内と藤田の 2名が第 30次観測隊との引き継ぎのためナンセン氷原

を出発， 16日に「あすか」へ帰投. 19日，第 30次観測隊を載せたヘリコプター第 1便が

「あすか」に到着，同時に「しらせ」から「あすか」への物資輸送も開始された. 21 日まで

に基地の引き継ぎは完了し， 22日より第 30次観測隊による基地の運営が開始された． 第

29次隊員の 4名（矢内，神，青木，白田）は同日「あすか」を出発， 23日にナンセン氷原

で先発隊と合流した．以後ナン七ン氷原で第 29次隊員 9名による[lj1石探査を行った．一方，

第 30次観測隊は 26日までに物資輸送は終了. 29日より地学生物調査隊 7名が七ールロ

ンダーネ山地へ出発した．雪氷調査隊4名（第 29次観測隊から藤田が参加）も年明けから

の調査開始に向けて準備をすすめた．

第 29次観測隊のあすか観測拠点越冬は，第V期隕石探査のクレバス事故を除けば予定通

りであった．

図1にあすか観測拠点主要部の配置及び居住割を示す．

5. 観測経過概似

5.1. 気水圏系研究観測

第 28次観測隊より 5カ年計画で開始された ACR(南極域における気候変動に関する総

合研究）計画の一環として， 1) 地上気象観測， 2)放射収支観測， 3) 天空光・地表反射光

観測， 4) エーロゾルサンプリング等を実施した． 地上気象観測は ACRの重点課題の一つ

である「大気状態の年々変動」の中の「広域気象観測」として第 28次観測隊よりすでに開

始されているが，第 29次観測隊では目視観測の回数を増やし，気候変動に関わりの大きい

「雲と放射」に関する基礎データの取得を放射収支観測と共に行った． エーロゾルサンプリ

ングは内陸からの卓越風が年間を通じて一定な「あすか」の条件を生かして，近海の海洋起

源や人工起源のエーロゾルの影響の少ないバックグランドとしてのエーロゾルサンプリング

を目的とした．
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図 1 あすか観測拠点建物配置図
Fig. 1. A schematic illustration~f Asuka Station in 1988. 
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5.1.1. 地上気象観測

総合自動気依観測装樅（中浅/Z-L87) により，父山圧， 気温， ／ぶ点趾度（相対湿度），風向

風速，全天日射鼠の連続及び紺正時の観測を行った．また， 目視により，山，視程，犬気，

大気現象について， l-2月ぱ 1El21,iJ(06, 12GMT), 3--12月は 1日3回 (06, 12, 18 

GMT) の観測を行った．

観測は気象庁地上気象観測法に加つし、た「あすか観測拠点地上気象観測マニュアル」に従

って行い，統叶は気象庁地上気象観測統計指針に基づいて行った． また，観測結果は国際通

報式により昭和基地ーモーソ、ノ駐地経由でメルボルンの世界気象中枢 (WMC) に通報した．

観測データはフリンター出力にrl視観測の結果を甚き込み日原簿とし， 日データをバソコン
で処理して月原屑年1東湘を作成した．月別気象表を表 4に，月別気象変化図を図 2, 3に

ぷす．

5. I. 2. 放射収支観測

1月中旬から 2月上旬までは予備観測を行い， 2月中旬から 12月上旬まで本観測を行っ

た．本観測のシステムは全天日射叶 4台と赤外放射叶 2台により日付き及び下向きの放射フ

ラックスと直逹日射叶による直逹日射祉の観測を行った． また，好天時にはサンフォトメー

ターによる 8つの波長域における太陽直達光強度を測定した．

観測結果は 1分平均｛直を 5イソチ 2HDフロッピーディスク， 30分平均値をプリンター

出力，アナログデークを打 J点式レコーダーに記録した．結果の一部を図 4に示す．

5 .1. 3. 天空光・地表反射光観測

天空光や地表反射光は方向や波長によって変化する．この方向別，波長別の可視領域にお

げる反射輝度を測定するためにビデオ放射計（神和光器）を開発し，太悶高度や季節による

窒化を観測した， 2月上旬に初観測を行ったが，放射id本体に地吹ci-;が着氷し，データは取

得出来なかった. 3月以降ぱよいデータが取れるようになり， 11月まで極夜前後を除いて

月に 1回程度の観測を行った．観測結果ぱ魚眼レンズイメージのデータをフロッピーディス

クに品録したもので，直格方向約 400pixelの画像デークを約 600フレーム観測した．

5 .1.4. エーロゾルサソプリング

大気中のエーロソ｀ル粒fを静電サンプフー， インハクター． フィルクーサンフラーの 3種

類のサソプツーにより採集した． 咆気の吸引は観測棟風1:::(東） fJJJJに没骰した約 4mのホ

ール上の 2つの吸,JII Iから行い， 20mのケミチューブ）文ひ＇ユニチ 4 ーフを逍して， 室内の

サソプラーヘ吸引した．

l月中旬， 観測棟の屋上に約 .2mの高さに吸iJ111を設骰しサンフリングと聞始したが，

風上側に甘上車の通り道があるため，汚染された空気が混入してきた．このためチューブを

延長して，観測棟東側約 13mの由面上に吸り1口を移動した．静追サンプラーでは電源電圧

の不足や内部の高圧遣源のリーク等のトラブルが発生したが，致命的なものではなかった．



表 4 月 別 気 象
Table 4. Afonthly summaries of swface meteorological condition at Asuka Station in 1988. 4
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気 象要素

平均現地気庄

平均気温

平均最高気温

平均最低気温

日最高気温の最大値

同起日

日最低気温の最小（直

同起日

平均蒸気圧

平均相対湿度

月

。
¢
;
 

1 月 2 月

mb 1 879.3 

~C~-7 .4 
I ~C: -4.9 
0c i -10. 9 
I ~CJ -2.9 
, 11 

-15.6 

21 

2.9 

80 

871.1 

-12.4 

-10.2 

-15.0 

-3.3 

21 

-23.8 

16 

1. 9 

79 

3 月 4 月

875. 1 871.3 

-15.2 -22.9 

-12.6 -19.8 

-17.9 -26.8 

-1. 7 -14.6 

2l 2 

-29.9 -35.3 ， 24 

49 45 69 60 

-平均雲鼠----- IO分位--I ， (6.2) (7.0) 5.6 4.8 4.2 6.9 4.4 4.7 5.2 5.6 2.5 5.3 5.2 

平均風速 rn's i ， 11.4 13.9 14.0 11.3 12.7 15.5 13.2 15.0 14.1 12.0 9.9 8.5 12.6 

日最大風速の最大伯 m s 22. 6 2s. s 26. 6 24. 6 29. 9 26 . o 26 . 4 24. 2 25 . o 21. 4 23 . o 21. 3 ▲ 29.9 
同風向，起日 ESE. 4 ESE, 20 ESE, 17 ESE, 20 SE. 30 ESE, 16 ESE. 17 ESE. 23 ESE, 19 ESE. 10 

日最大瞬間風速の最）＜値 ms 26.9 32.6 33.1 30.1 39.l 33.1 33.3 32.1 30.9 25.6 26.6 25.5 ▼ 39.1 

同風向，起日 ESE. 4 ESE, 20 ESE. 17 ESE, 8 SE. 30 ESE. 16 SE. 21 ESE. 1-+ ESE, 22 ESE. 10 SE, 5 ESE. 14 SE, 5/30 

―全-天-日-~射~量-の-月--積-算値 MJ,'rn~II , 896.3 519.5 251.0 59.5 3.1 0.3 29.9 175.5 514.7 878.1 1064.1 *4392.0 

＇日最大風速 10.0-14.9m/s 14 6 4 8 6 3 8 4 2 14 16 18 * 103 

篇 11 15.0-28.9m,s 16 22 25 17 20 26 19 27 24 16 12 7 * 231 

贔I " 29. 0 m,'s- 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 * 1 
合計 30 28 29 25 27 29 27 31 26 30 28 25 * 335 

天 ！ I ＇ 快 睛（雲景<1 . s) I (6) (4) 1 o 11 9 3 s 1 o 9 s 1 s 7 * 94 
気曇 （雲姑 ~8.5) (13) (15) 12 7 2 14 0 5 9 11 2 7 * 97 

数日 雪 6 8 11 8 5 8 2 3 2 1 7 * 62 

ブリザード 5 7 13 6 9 11 4 4 4 0 l I * 65 

1. 7 
~g 
0.7 

68 

5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 10月 11月
874.3 883.4 863.2 868.2 871. 9 877.8 870.2 

-22.0 -19.3 -25.6 -24.0 -23.4 -19.3 -15.4 

-18.9 -16.9 -23.0 -21.0 -20.6 -16. 7 -11.9 

-25.4 -22.0 -28.4 -27 .1 -26.7 -23.1 -20.5 

-10.8 -10.9 -14.5 -15. 7 -13.3 -11.9 -7.3 

31 20 21 23 23 31 28 

-41.9 -37.7 -42.0 -42.4 -41.8 -33.8 -27.1 

10 27 31 17 19 14 
ー・

0.9 1. 2 0.6 0.6 0.5 0.8 1. 2 

73 77 64 61 53 58 59 

I 
12月！平均

874.4 i 873.4 

-9.6 : -18.0 

-6.6 i -15.3 

-13.9! -21.5 

-4.2 I▲ -1.7 

1s I 3,121 

-11.s I▼ -42.4 

21 8/l 

2.31 1.3 
78 I 69 

方

一
k]

＝ 
:'I '' ; .. 

平均雲量，天気日数の快晴及び翌・の括弧は 1日2回の目視観測による．その他は 1日3回の日視観測による．

▲ 最大，▼ 最小，＊合計
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サンプリング回数は静軍サンフラー 45回， インハククー 43回， フィルターサンプラー 8

回であった．その他ラジオソンデによる観測を 2-12月の間，月 1回の割合で実施した．ま

た，積りのサソプリング，密度測崖，甘の顕微鏡観測も行った．

5.2. 雪氷・地学系研究観測

5.2.1. 隕石探壺

第 29次観測隊の主要テーマの一つとして，七ールロンダーネ山地）月辺の裸水域における

旧石探査をJt画した（表2). 過去， セールロンダーネ山地周辺では第 27次隊によってバ

ルヒェソ山東側 RYルート上 (RY168, RY 164'付近）で 3個のコンドライトが発見さ

れているが，組織的な探在は今回が初めてであった．隕石探在は第 1期から第V期まで人員

の交替はあったか，合叶 150日間に及んに．隕石探牡のためのルート (RYルート， A ルー

l、, Bルート）を図 5にぷした．最終的に七ールロンダーネ山地の周囲を 1}-t,jする予定であ

ったが， A506 でクレバス~~:故に遭遇したため，全ての調査行動を中止し，帰投した．

隕石探査は主にバルヒェン山東側裸氷域 (RY175付近）， ニルスラルセン山西側ー南側裸

水域 (A118付近），バム七山南側裸水域 (8100 I紆約 100km付近），山地南側裸氷域（ナ

ソ七ン）j(原， A233及び A 250付近）を中心に行われた．探在には一般に国上車とスノー

モービルを用いた．／り上車を基準とし， 間隔を 50-80m とって横一列になって裸氷域を走

り， 肉眼及ひ双眼鏡によりl肌石を探査した． その結果， 合五十約 2000個， 総重祉約 450kg 

の隕石を発見することが出来た（俎良岡ら， 1990). その種類は普通コンドライトが最も多

かったが，ェコンドライト，隕鉄， {i鉄阻{i,炭索質コンドフイト等も含まれてし、る．

全期間 5回の隕石探査を実施した．探在の概要と結果は次の通りである．

a) 第 I期隕石探査 (1988年 1月 6日ー2月 3日， 3名）：第 29次セールロンダーネ

地学調査夏隊と行動を共にし，ベルヒ」ン山東側裸氷域を中心として探査を行った．隕石約

100個を採収した．

b) 第II期隕石探鉦 (2月 10日ー3月 5日， 5名）： 七ールロンダーネ山地南側裸氷域

（ナンセン水原）までの A ル 1のル 1 、L作 (AO-A258) 及び隕石予備探査を実施した．

A 233を中心に約 200個の隕石を採取した なお， A140南側の裸氷惜では隕石を全く発

見できなかった．

c) 第m期隕石探査 (3月 24日--4月 4U, 5名）：弟 I期と詞じベルヒェン山東側裸氷

域において隕石探在を実施した． しかし，犬候イサ良及び第I闊には仔在していた裸氷幣が雪

に覆われる怜して探鉦は困難を窮め， 1牡i:Eiは発見出来なか.., た．

d) 第1V期隕石探在 (10月 15-29日，（）名）： A40よりバムセ山東を通り， ニルスラル

セン山 (A118) に全る Bルートのルート上作を行った． さらにバムセ山南側裸氷域，ニル

スラル七ン山西側及び南側裸氷域における隕石探在を実施した．バムセ山南側は広大な裸氷

域であるにもかかわらず隕石は全く発見されなかった．ニルスラルセン山南側では立粒大の
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図 5 隕石採在Iレート及び小旅行ルート
Fig. 5. Meteorite search routes in the 1988ーI989 field seasons; A, B: search 

routes, I-V: _five expeditions for meteorites. ①～③： planned routes before 

operation, fine lines: trip of one day or a couple of days. 

隕石を約 60個発見し，またロイサーネ西側モレーン中より 1個発見した．さらにニルスラ

ルセン山西側モレーン中の狭い範囲において約 400個以上のコンドライト隕石を発見した．

これらは同一種類と思われる．

e) 第V期隕石探有 (11 月 13 日ー12月 14 日， 7名： 12月 15-23日， 5名： 12月 24

日ー1989年 1月 21 日， 9名）：第II期で予備隕石探在を実施した七ールロンダーネ山地面
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側裸氷域（ナンセン氷原）において本格的な隕石探査を行った．またナンセン氷原よりバル

ヒェン山に至るルート工作 (Aルートの続き， A258-A 506) を試みた. A 140-A 180の南

側約 10kmに平行に存在する裸氷憎では阻石は全く発見されなかった． ロジャーストッパ

ネ西側裸氷域において 1個のコンドライトを発見した．ナンセン氷原 (A233付近）裸氷域

では合計約 1490個の隕石を発見採取した．

5.2.2. 火山灰層の採集

過去，やまと隕石氷原等で火山灰を含む汚れ氷が採集されている．今同，セールロンダー

ネ山地の裸氷域においても隕石探査と並行して汚れ水を採集した．汚れ氷はその場でハンマ

ーやピッケル等でボリ袋に採取し，融解後， フィルターによってろ過した．ろ過されたサン

フルはほとんどが火山灰であったが，モレーンの石も含まれていた．隕石探査中に合計約

100サンプルを採取した．越冬中にその一部を偏光顕微鏡により観察及び写真撮影を行った．

今後，詳細な分析を行い，その起源及び年代決定等を試みる予定である．

5.2.3. 地質調査

第IV期隕石探査期問内に数日間，セールロンダーネ山地西部地域，特にバム七山及びロー

クコラーネ (Lagkollane) に関して地質調査を実施した．調究は 2つのグループに分かれ，

主に岩石のサンプリングを行った．

5.2.4. 裸氷域における氷の採取

隕石が発見される裸氷域において，その無機的及び有機的化学成分を調べる目的で氷を採

取した．採取場所はバルヒェン山東側裸氷域 (RY175より真東に 1km地点）で表面より

深さ約 30cmであり，ブロック状のものを得た．今後，詳細な分析を試みる予定である．

5.2.5. 隕石集積機構に関する調壺

隕石が特定の裸氷帯に集積するメカニズムについては，山脈が氷床流をさえぎった結果氷

床の上昇流が生じ，さらに氷床表面の消耗により氷床表面下にあった隕石だけがその表面に

取り残されるものとして従来説明されている．過去，やまと山脈周辺では氷床の流動やマス

バランスの測定により集積機構についていくつかの考察がなされているが，本次隊において

もセールロンダーネ山地周辺における集積機構を明らかにするため，歪方陣の設置， JMR

測定点の設置，氷ブロックの採取及びルート上の可尺測定を行った．

5.2.6. あすか観測拠点における雪尺測定

あすか観測拠点の積雪変動を知る目的で， 桔地の東方 200mと 1kmに設置された 16

本及び 36本雪尺の測定を行った．

5.3. 宙空系研究観測

第 28次観測隊に引き続き，インダクション磁力計及びフラックスゲート磁力計による地

磁気観測を実施した．気水圏系隊員がこれを担当したが，機器のトラブルが多発した．
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5. 4. 設営工学観測

氷床上に建設されたあすか観測拠点の立地環境の経年変化や，氷床と建物の相互作用を調

べる目的で次のような設営工学観測を行った．観測項目ぱすべて第 28次観測隊から引き継

いで実施したものである. 1) 主屋棟の流動測定， 2) 各棟の水平流動と沈下鼠の測定， 3)

各棟の不同沈下の測贔， 4)桔地周辺の地形の測量， 5) U字管による発電棟壁面煩斜の測定，

6)観測棟の屋根バネルが受ける雪圧の測定， 7) 通路棟の歪みの測定．

観測の結果，あすか観測拠点は真方位 31°42'方向に年間 1.03m移動している．一方，

沈下基準点に対する匪直移動量は年ー49cm沈下していることが分かった． また，沈下量

は観測棟，発電棟，主屋棟の順で，新しく建築した建物ほど大きいことも判明した．

5. 5. 生物・医学系研究観測

1988年 4月， シール岩において地衣類を採集した．また， 1988年 10月， IV期隕石探査

旅行中，バムセ及びロークコラーネの露岩地帯で蘇苔・地衣類を多数採集した．

往路「しらせ」船上 (1987年 11月），あすか越冬中 (1988年 3, 7, 10月）の 4回にわ

たり，精神発汗測定，血圧，皮膚温測定，採血を施行した．同時に心理テストも実施した．

第 28次観測隊での血中電解質測定で，ナトリウム低値，カリウム低値の結果を得ている

が，今回は往路「しらせ」船上 (1987年 11月），あすか越冬中 (1988年 3, 6, 10月）に

採血を行った．その結果は正常範囲内で，異常値は認められなかった．

6. 設営経過概要・

越冬期間中建物やデボ物資の埋没が著しく，その保守に多くの労力を費やしたが，あまり

成果が上がらず，自然の猛威にさらされ続けた．特に安全対策に苦慮したが，効果的・抜本

的な方策を見いだせなかった．

施設，設備については第 28次観測隊から良好な状態で引き継ぎ，特に問題なく経過した．

第 29次観測隊としては特に大きな改良は行わなかったが，引き継ぎ期間中に排水孔予備孔

の掘削， 12 kl灯油タンク新設，単筒パイプのデポ柵設置を実施し完了させた． 越冬初期に

排水孔予備孔に予備バイプを付設し，万一の場合に備えた．また，越冬中に冷凍食品用雪洞

の拡張， ゴミ一時置場（雪洞）の拡張，主屋棟の風上側出口（前室の拡充）の確保及び仮設

作業棟に非常脱出口と物資搬入口を新設した． しかし，作業棟の主出入口は完全に埋没し，

雪上車などの搬入は出来なかった．このため車両整備はすべて屋外で実施せざるを得なかっ

た．通年にわたり観測棟風上側出口（非常口）が三度埋没した．その都度人力による除雪で

非常時の出口を確保したが，いずれ埋没の運命にある．最悪の場合は天井にある非常脱出ロ

の使用を考えねばならないが，有効かどうかは分からない．観測棟非常口については前室を

設け，これを脱出口とする案もあったが，材料の不足と大型機器の搬入の閻題がある．

発電機 1号機（主発軍機）の通常運転時間が 14997時間で 10月期に入った． エンジン
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穿に特に閻題は牛じていたか）たが， 11月中旬から状地は 3名で維持することが予定され

ていることもあり， 11月 1日にニンジンを交換し，今まで予備機としていた 2号機をそれ

以降主発電機として運用し， 1号機を予備機とした. IA 1号機の最終運転時間は 15739時

間であった．

越冬中は，火・n:,ロストポジション， クレハス'*故などが想定され，これに対する安全面

からの対策を溝じた．安全のために1柏故防止に関する対策を第一とし，不運にも貨故発生が

あった場合，これに対する対策を立てた．以Fに設常各部門の越冬経過概要を記す．

6. 1. 機械・燃料

年間を通し主な作業は，発電設備を初めとする基地諸設備の維持管理と，車両整備及び調

査旅行のサポートであった．基地設備に関しては，弟 28次観測隊の設備をそのまま引き継

ぎ運用し，大きなトラブルもなく経過した．車両整備では，夏期 30マイル地点でトーショ

ンバークイフ貨上車のアンカーボトル切損対策を実施した．第 29次観測隊は，越冬中に多

くの旅行が叶画されており，‘り上車整備には多くの時間を費やした．仮設作業棟が埋没して

いることもあり， -=l:に屋外で整備することが多かったが，全車両のエンジン，駆動関係，電

気関係，足まわりの点検整備，各オイル及びフィルター交換を行った．作業条件等最悪では

あったが，越冬隊長初め多くの隊員の協力を得ることが出来，順調に運用した．

6.1.1. 電力設備関係

前次隊に引き続き 1砂機を常用機， 2号機を予備機として運用した. 11月には第 30次観

測隊の要請もあり， 1号機のエンジンを交換した．以祈：，「、 2乃機を常用機， 1号機を予備機

とした. 1号機のエンジン稼働時間は 15749時間であった． 噂働時間は長期であったが，

年間を通して大きなトラブルもなく運用出米た．原動機稼働時間は l砂機が 7317時間， 2 

号機が 1439時間であった. 3週間を 1ザイクルとして運転， 1ザイクル運転後に 500時

問点検整備を実施した. 500時間点検内容は潤滑油交換，ナイルフィルター交換， フ，→エル

フィルター交換で， ノズルのナイル消費贔は 2-3Iてある．図 6に燃料消費贔，図 7に軍力

消費観を示す．

6.1.2. 造水他発電棟、ンステム

翡水はプルトーザーを使用する機械力，発電棟附根や造水槽阿りについたドリフトを入れ

る人力，地吹呵やブリザードの日に造水槽のフタを開けた自然方式を，それぞれ季節と状況

に応じて行った. 3-6月にかけては， i告水槽付近に大鼠のドリフトが付ぎ， タンクは埋没し

そうになったが， 7月頃からはドリフトも削られ， ウイントースクープも増大し，埋没の危

険ばなくなった．造水槽の水は水中ポンプで術環しており，温水術環ラインの 2次熱交換器

と熱交換されている．造水槽水温の高低により， 2次熱交換器温水入口のスト、ゾババルブを

1 /2--1 回転の間で調散し，温水ボイラーの燃粋を悴理した． 水温ぱ年間を通して 1-24゚Cだ

った．図 8に月別浩水景と日平均使用届を示す．
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図 6 発動発電機燃料使用経

過，月合計（上）， 日平均

（下）

Fig. 6. Monthly (top) and daily 

(bottom) mean Juel (light oil) 

consumptwn for motor-

generator at Asuka Station 

in 1988. 
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Fg. 8. Monthly water supply 
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sumption (bottom) at Asuka 

Station in 1988. 

排水孔レベル上昇対策として厨房排水は汚水貯蔵タソクの汚水を約8時間，温度 40゚C に

加熱し，かくはんした後排水した．排水後はエアーパージを実施した．排水頻度はほぼ 3日

に 1度であった． 風呂場の汚水排水については汚水タンク排水孔がタンク底面より 80mm

の所に付けられており，排水後も残水が多かった．これを改造して排水口をタンク底面まで

下げた．排水孔レベル上昇対策として，汚水加熱用に投げ込みヒーターを使用し，約 8時間

（主に夜間） 30℃ 以上に加熱した後排水した．排水後はニアーパージを実施した．

排水孔：排水孔レベル上昇により現在使用中の排水孔から，西側 10mの所に新排水孔をボ

ーリングし，これを予備孔とした．年間月別排水量と排水孔底レベルを図 9に示す（石沢ら，

1990). 

6.1. 3. 食糧貯蔵設備・水耕栽培

冷凍庫は年間を通じ，ほぼ順調に稼働した．庫内温度は一24゚Cからー26゚C に保持され

た．主屋棟前室•生鮮野菜庫は食堂側ドアーの開閉で温度調節をはかった． しかし，前室内

の上部と下部で温度差があり，一部の野莱が腐ったり，または凍結した．キャベッ，ジャガ

イモは越冬終了時までほぼ良好に保存できた．サーキュレーター等で室温調整をはかれば，

さらに良好な保存が期待できる． 冷凍野菜保存のために 3回にわたり雪洞を拡張し， 約 50

面の空間を安全地帯 B出入口の近くに設けた．

5月より水耕栽培を始め，カイワレ大根，モヤシ，牧草，タマネギの芽等約 70kgの収穫

をあげ，食卓を賑わせた．
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6.1.4. 放送，電話，防火非常口等の設備

甚本的には第 28次観測隊のものを引き続き使用した．すべてについて通常点検，総合点

検，機能テストを実施し，良好かつ完全であることを確認した．特に防火設備については運

用の周知を計ると共に消火器取り扱い，実射訓練を 2回行った．また，防煙保護具の取り扱

い装着訓練も実施し，安全第一とした．

基地全体が埋没しているため，特に越冬前半は出入口，非常口及び天井非常口（緊急脱出

口）の確保に腐心した．観測棟東出入口はブリザード時に 3回完全に埋没し，その都度人力

により除雪し，出入口を確保したが，いずれ完全に埋没する運命にある．第 29次観測隊と

しては常時出入りする所を出入口，非常時に必ず出入り出来る所を非常口とし，すべての建

屋に出入口，非常口を最低 2ヵ所確保するように努めた． しかし， ドリフトの成長，建物周

囲の積雪量増加により，安全口の確保は万全でなかったかもしれない．幸いに越冬中火災等

の発生がなく，非常事態には至らなかった． ミットウィソター後，越冬後半にはいると雪面

の削はくが進み，すべての出入口は一応確保された．

6.1.5. 暖房設備

屋外灯油タンク 12k/を新たに設置し，発電棟内部からタンクレベルが確認出来るように

水位計を取り付けた．タンクには JAT-Al, 普通灯油も注入したが燃焼には支障がなかった．

煙突の不具合から突然燃焼が停止した外には閻題なく運用出来た．月別灯油使用量， 日平均

使用量を図 10に示す．通信室，食堂，観測棟のファンコイル 3台にサーモスイッチを取り
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付けた．通信宅にある 3台の内 1台の運転を中止し，字温は 20゚C に設定した．第 28次観

測隊から引ぎ続ぎ使用した煙突ぱ，微風時及び西風時に外気が逆流し，ボイラーが燃焼停止

を起こし，ススを発生するトラブルが多発した. 5月に第 29次観測隊持ち込みのベンチレ

ータータイプの煙突に交換した．同煙突もベンチレーター綿分に氷が付着すると燃焼停止す

るため，対策として地吹雪の多い時期には 1週間に 1度定期的に永の除去をした．以後は順

凋であった． しかし除去したススの混じった永が翡水槽周辺の可面を汚し，閻題となった．

6.1.6. 仮設作業棟，工具

第 28次観測隊で建設した仮設作業棟ぱ引彦継ぎ時にはほぼ可面下にあり使用不可能な状

態であった. 1月に南側車両用出入口が埋没，北側出入口も埋没した．このため北側出入口

は雪面上にボックスを置き，雪洞で建屋の出入口扉とつなぎ，人の出入りを確保した．南側

車両用出入口は風上側に防風ネットを張り除町を試みたが， ドリフトが付きうまくいかなか

った．西側のウインドスクープ側に，高さ 2m>~ 輻 1.2m >'. 長さ 1.2mのボックスを作製

し，スノーモービル等大刑部品や長尺物の搬出入を確保した．以上の状況から軽作業は作業

棟内で行い，車両整備は防風ネットを張り屋外で実施した．仮設作業棟内には部品を骰くス

ペースも少なく，部品の管理も難しいことから梁を利用して足場板とアングルで部品棚を殷

作し，屋外にデポしていた部品の多くを搬入して管理出来るようにした. i'訊品棚のスペース

は約 48m2である．

6.1. 7. 車両，そり

(1) ブルドーザー：厳冬期を除ぎ主に浩水槽の雪集め，埋没そり等の掘り出し，重贔物
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のつり上げに使用した． シフトレバーケースに入った雪による N スイッチの作動不良でス

ターターが回転しない，またエソジン始動後は Nで走行することがあった．

(2) MST600クロラークレーソ車：重量物の移動や埋没ドラムのつり上げに使用した．

トラムつり上げ時，ブームに曲がりが発生した．同様のトラブルは以前にも発生しており，

強度不足と思われる．

(3) ロータリー除酋機：夏期に灯油タンク設置場所の整地，越冬に入ってからは観測棟

や作業棟出人口の除雪等使用頻度も高かった．掘削部のシャーボルトの切損が多かった．後

退時機械と片面の間に挟まれる危依があり，安全装置の点検には注意を要した．

(4) スノーモービル：隕石探在， 地学調在， 30マイル地点荷受けと使用頻度も高かっ

た．スキーの切損 12本，スキーのエッジ取り付けナット緩み， ゴム履帯スバイク脱落，ス

ピードメークーケーブルコネクター外れ等のトラブルが発生した．スキー下面に補強の丸棒

(10 mm)を溶接した．その後はスキーの切損はなかぅたが，スキーエッジの切損が相次いだ．

(5) ↓り上車：見期に 30マイル地点で SM50s, SM40sのトーションバータイプ吋上車

のアンカーボルト切損対策を実施した．同時にシ丑ックアブソーバーロットと履帯プレート

の干渉防止として，ガイドローラーを取り付けた． しかし走行距離 500kmを越える頃から

「カジリ」が発生した． これはガイドローラーが回転しなくなり， ゴムがむしれ金属が露出

し履惜プレートに傷をつけるもので，やむなくガイドローラーとピンの間にガタをつけるよ

う追加工した．

運転席，助手席のステーの破損が多く発生した．またドアー内側からの開閉が非常に菫い．

これはレバー操作時， リソクがドアー側壁に押し付けられ干渉していたためと思われ，車体

と平行についていたレバーを 90° 貞下にずらしたところ干渉もなく多少軽く操作出来るよ

うになった．作業棟が埋没している「あすか」では越冬中の重整備は難しく，夏期 30マイ

ル地点での整備が重要である. SM50sに関しては走行距離も多く老朽化している． 全車両

の年間距離を表 5に示す．

(6) そり・カブース：「あすか」には大應 中型そりを含めて 50台のそりがある（表

6). 今次隊は 2屯幌カブースを搬入し，旅行時の食堂用そりとして使用した．このカブース

ば軽撻であり椅子等もリジットに取り付けられ破損も少なく，多少の改造で最大限活用した．

また保温性にも優れ，暖房については市阪の石油ストーブ l台で充分であった．

そりの保有数は多いが越冬中は燃料ドラムを搭載しており有効に使用出来た． しかし 7台

のそりを第V期隕石調介旅行のルート A506地点にデボしており，「あすか」ではやや不足

気味となっている．そり枠の1:破が日立っており搬入が必要である．そりの埋没を防ぐ目的

からデボ方法に関していろいろ試みた結果，そりは従来のように風向に平行にデボするので

iまなく 45度傾けてデポする方法が最良であった．夏期 30マイル地点にデポしたそりは 9

月には 2mほど埋没していた．
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6.1.8. 屋外デポ

建屋内には物資の保管スペースが少なく，かつ屋外にデポすると雪に埋没することから第

29次観測隊では単管パイプデポ柵を製作した．しかしこれも物資保管容量が少なく，持ち込

表 5 保有車両と稼働実禎

Table 5. Maintenance of snow vehicles at Asuka Station in 1988-/989. 

車両名称
搬入
隊次

" 

D31Q-27-1 27 

D31Q-27ー2 27 

D31Q-27-3 27 

D21P 28 

ミニブル 26 

クローラークレーン II 26 
スノーローターリー 28 

SM40S-3 24 

SM40S-4 24 

SM40S-5 26 

SM40S-6 26 

SMSOS-3改 27 

SM50S-4改 27 

SM50S-12 24 

SM50S-13 25 

SM50S-14 25 

SMSOS-15 26 

SM50S-16 26 

SM50S-17 27 

スノモ ET340-1 26 

-2 26 

スノモ ET340-1 27 

-2 27 

スノモ ET340T-1 28 

2 28 

3 28 

4 28 

5 28 

スノモ ET340-1 29 

-2 29 

-3 29 

-4 29 

-5 29 

-6 29 

-7 29 

-8 29 

-9 29 

-10 29 

-11 
229 9 

ー12

28次隊からの 30次隊への
引ぎ継ぎ時読み 引き継ぎ時訛み
(km) (km) 

349 428 

210 316 

616 755 

207 398 

306 319 

197 302 

386 461 

5256 5918 

4488 5308 

4028 5203 

4523 5924 

2941 6259 

15550 18384 

12548 12990 

11043 11738 

9399 9974 

9832 11067 

5457 8745 

5381 6695 

2955 2956 

3632 3633 

1307 1309 

2341 2341 

1103 1103 

994 2106 

1152 1155 

1092 1143 

1035 1041 

3 921 

4 2753 

3 1142 

5 2374 

5 732 

3 2739 

4 2599 

5 1595 

5 1705 

4 1388 

3 760 

5 1000 

29次隊一年間
稼働実績
(km) 

79 

116 

139 

191 

13 

105 

75 

662 

820 

1175 

1401 

3318 

2834 

442 

695 

575 

1235 

3288 

1314 

l 

1 

2 

゜゚
1112 

3 

51 

6 

918 

2749 

1139 

2369 

727 

2736 

2595 

1590 

1700 

1384 

757 

995 

I 

備

ぢ

30マイル

30マイル

廃窮処分

A-506デポ

A-506デポ

廃癒処分

A-506デボ

A-506デポ

A-506デポ

A-506デボ

A-506デポ

A-506デポ

A-506デポ
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4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

表 6 保有そり一覧表
Table 6. Available sledges at Asuka Station in 1988-1989. 
---—.'ー一 、- -ニーニ,,・cc ----"'- -·--—=,~~--ごて二·-一—... ー← ーし 一

り 番号 1タイプ 所在＊I 
JARE 11-1 オリそり あすか

JARE 14-5 便幌そり i あすか

極研 50-4 ボーリングそり 30マイ ル 一部幌カブース
JARE 20-1 ! 30マイル
JARE 20-2 あすか

JARE 21--2 I 30マイル

JARE 21-5 I 30マイル
JARE 22--4 , あすか 1 航空部品
JARE 22--7 i 幌カブース あすか

JARE 23-1 アイスレーダー 1 シ ー ル

JARE 23-3 i 30マイル
JARE 23-4 i , 30マイル

JARE 23-5 . 30マイル
J ARE 23-6 , 30マイル

JARE 23-7 ! . 30マイル
JARE 23-10 : : 30マイル
JARE 23-11 I 30マイル

JARE 24改 4 アイスレーダー シール

JARE 25改 1 ! 30マイル
JARE 25改ー2 I , 30マイル

JARE 25改 4 I 幌 ヵプース A-506 
J ARE 26-1 1 ; 30マイル

JARE 26-2 I 1 30マイル
JARE 26-3 30 --: イル
J ARE 26-4 30・ ーマイル
JARE 26-5 ！あすか

JARE 26-7 ] 居住カブース 30マイル JARE 13-2 
JARE 26改 8 [ 1 30マイル
JARE 27-1 , 30マイル

JARE 27-2' 30マイル

JARE 27-3 i A-506 
JARE 27-4 i A-506 
J ARE 27-5 , 30マイル

JARE 27-6 I 30マイル
JARE 27-7 : , A-506 

JARE 27-8 j 30マイル
JARE 27-9 ; あすか

JARE 27-Ll i 予備食糧そり あすか 1 予備食用（木箱）

JARE 27-L2 i , A--506 
＇ ， デボ

JARE 27-L3 ' 1 30マイル

JARE 27-L4 木箱付きそり 30マイル
JARE 27-L5 , 30マイル

J ARE 28-6 ! 30マイル

JARE 28-7 I 30マイル
JARE 28-8 , 1 30マイル
JARE 28-9 ] A--506 
JARE 29 1 2重幌カブース [ A-506 
JARE 27 1 西 独製 30マイル
JARE 28 ！ 大 J製鉄製そり i あすか

JARE 28 大吼鉄製そり あすか

観測・機械そり，デボ

デポ

デポ

デポ

デポ

食堂カブース・デボ

ドラム缶18本搭載
ドラム缶24本搭載
ドラム缶24本搭載

A-506以外は引き継ぎ時の場所である.No. 48, 49, 50以外は中刑木製そり．
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表 7 燃料等消

Table 7. Monthly consumption of fuels 

別 I 28次隊 29次隊持込
残量合計

- - -- -—言 ー “― --- --- ーし一— ----- --、 --

南 極軽油
65000 

23987 88987 

南極灯油 ゜26855 26855 

南極ガソリン/
14000 

1600 15600 

普通灯油 1608 

ニンジン油

ギャー油

-- - ----—-- -―--一---- - --- -- -- --—-- ----ー――---- ---

80 0 0 0 0 0 
作動油 117 197 197 197 197 197 197 
-- - - - →● - - ー ・ - - -- --

ブレーキ油
20 O 2 0 1 0 

30 50 50 48 48 47 47 

トルコン油

不凍液 1000 

グリース 74.5 
--- --- - - -―- -一--

ナイブライン
0 0 
100 100 

航空ガソリン I 62o8 

10400° 
15400 25800 

種 I JJ 2 /] 3 JJ 4 }! 

4851 
84136 

842 
26013 
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78984 
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25394 
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71936 
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24966 

5) j 
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1) JAT-Al vま朝日計画で 10400I持ち込み．

2) 3-7月までの JAT-Alの消費錆は灯油クンクに注人した 3200lを灯油代りとして泊費したも

3) 6月度軽油消費量の内， 2300lは軽油クンク内引き継ぎ不明量をマイナス叶上した．

4) 8月度ェンジンオイル 60Iは機械そりより出たものをプラス註上した．

5) 10月度作動油 243l vまカルテックス等の残鼠確認し， JAT--Al は 200Iの残址を確認しプラス

みの物資のほとんどはドラム缶と道板（角材や厚手のベニヤ板も使用）による屋外デボとな

った．秋から冬にかけて積雪量が多く埋没が懸念され，度々デポ物資の移動をした．春から

夏にかけては雪の消粍が著しく埋没していたドラム缶も露出した．夏期にはドラム缶の下部

が風に削られ転倒するトラブルが多発した．

6.1.9. 燃料・油脂

容量 12klの屋外灯油タンクを設置した．これにより灯油は 1度の補給で年間の使用量が
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費贔一覧

and oils at Asuka Station in 1988. 
上段使用虻

下段残量 (1988.1. 1-12. 31) 
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のである．

計上した．

満たされる．その外ギャーオイルの在庫不足が懸念され昭和甚地から 601移送した． しかし，

ニンジンオイルと共に不足気味になった．不凍液と作動油は大量に在庫となっている．燃料

タンクの埋没に関してはタソク風上側にベニヤ板を立て防いだがあまり効果がなく，埋没は

時間の問題と思われる．年間月別燃料油脂類別の消費量を表7に示す．

6.2. 通信

30マイル地点輸送拠点の無線設備の整備， 輸送関係通信もおおむね良好に終了した． 基
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Table 8. 
表 8 通信連月1時刻火

Time tah!e of radio operations at Asuka Station in 1988. 
--- -- - -

通信時：
--- - - -- -----

LT i JST / 
I 

1400 0800 

0830 

0850 

0915 

1430 

1450 

1515 

1u-1 
-- -

UTC 1 
し—-- -- -

0500 I 

0530 : 

0550 

0615 

通信の相手方

極地研

旅行隊

11[1和）占地

II 

1700 1 

2000 ! 

2050 I 1150 

2330 I 1430 

0200 : 1700 : ” 
0230 : 1730 , }/((行隊

0250 , 1750 ; 11(1和椋地
-- --- -

私）jj'rじ話取扱 0800LT-2000LT

私f1]FAX取扱 0800L T -l 300L T 

1100 

1400 

1450 

1730 

2000 

2030 

2050 

0800 

1100 

JU~,1 FAX 

” 
附和恥地

共lr1jFAX 

呼出符・号笠

インマル

なんぎょく

JGX 

'I 

JJC 

JGX 

JJC 

II 

なんぎょく

JGX 
- -" - - """ ---" 

JJE 

AJA 

AJA 
JJE 

P3C 

II 

AJA 

F3C 

” 
J3E 

AIA 
-- - - -

伍 内
1/,~ 
介

イン・、アル FAX受伯

行動連絡等

OOZ, 06Z, SYNOP 

公衆遣報，連絡

夕刊

夕刊（再送分）

12Z, SYNOP 

朝刊

朝刊再送分

行動辿絡等

182, SYNOP 
- - --

Table 9. 

表 9 インマルサ、ノト通伯状況

Satellite communication usin![ INMARSAT at Asuka Station in 1988. 

1988年
-~ 

1月

2 Jl 
:,)j 

4 月

5)J 

6 JI 
7)] 

8 J J 

9 月

10月

11 J j 

12月

-― ---1: -~ —-"~-----''-'--——-. "----~----~--- ----. -・"二二c,___ c_ c_, __—''~-

合 at-

通信回数 時間（分）

758 

140 

216 

283 

377 

362 

578 

508 

517 

40(1 

352 

52 242 
- -- . --

802 4739 37 
--—. ··-、一～ー、、し—-·

124 

35 

38 

52 

57 

66 

101 

77 

84 

61 

55 

TELEX fr1]数

5 

8 

1 

FAX回数

?
-
4
 5

4
ー

2

2

1

2

56 

14 

15 

20 

19 

27 

70 

52 

58 

40 

33 

23 

VOICE回数

63 

13 

22 

30 

34 

34 

27 

24 

24 

19 

21 

27 

427 
． ー一 ● ー

338 
---- -

地通信業務では， 対「しらせ」，

ダーネ旅行隊通信が年間を通し，

朝日隊通信に始まり，

また， 小旅行，

対昭和基地及び中・長期七ールロン

その他基地活動に伴う通仏を実施したが，

すべておおむね順調であった． 通信施設， 通信機器等は， 第 29次観測隊では， 新設，変更

等の工事は無く， 保守整備に努め， 大きな障轡もなく， 第 30次観測隊に引き継いだ．

6.2.1. 運用

越冬期間中は表8の連用形態で行った． 対昭和基地，調在旅行隊通信が主であり， 状況に



第 29次あすか観測拠点越冬報告 1988-1989 423 

より通信時間の変更を行った．第 29次観測隊は旅行が多いため甚地人員が少なく，通倍以

外の作業も多くなる反面，通信量が増えるが，運用面での大きなトラブルはなかった．

インマルサット通信：通信状況は表 9に示すように， ファックス，電話及びテレックスす

べて品質良好であったが，時おり，深夜，早朝に呼び出しがあり，また私イロファックスが認

められ，基地の番号が広く知られるに至り発着信が増大した．

対旅行隊通侶：夏オペレーションを含む 5回の中・長期隕石探査旅行と数回の小調査旅行

隊通信を行った．セールロンダーネ山地周辺では，見透し， リッジ回折等で VHF通信可能

エリアがかなり広く，北側域でほとんど， 中域の一部が VHF通信可能である． 各旅行に

8メートル伸縮ポール，八木アンテナを携行したが，通信エリアの調化までには至らなかっ

た．

スノーモービルは， lWでは出力不足で通信できないことがしばしば起こった． このた

め lOWVHFを搭載し， その機動性を発揮することがでぎた． セールロンダーネ南部高地

を走るスノーモービルと甚地間の直接交信もあった．定時通信は旅行隊の行動を主に随時変

更し，周波数を 3,4, 7 MHzに整合させ，昭和基地ー「あすか」間の通信時間に優先割り込

みを配慮した．

対「しらせ」通信：短波は「しらせ」が晴海出港後，「しらせ」一昭和基地間の通信は，

「あすか」において良好に入惑するが当局の呼び出しに対し，「しらせ」側で感度弱く，当時

者通信が良好に行えるようになったのは，フリーマントルを出港してしばらくしてからであ

る．プライド湾及びリュツォ・ホルム湾周辺では安定した通倍が確保された．輸送期間以外

は定時交信を設定せず， 必要に応じ「しらせ」一昭和基地定期交信の前後または昭和基地経

由としたが，疎通上間題はなかった．

航空機その他の通伯：朝日隊がツインオッター機で，「あすか」，昭和基地その他の取材飛

行期間中（約半月）， 気象ファックス及び昭和基地から入手した気象情報を伝達した． しか

し，航空オペレーションは昼夜を間わず気象条件による行動のため，交代期と重なったため

朝日隊への対処はかなりの負担となった．空間状態等により昭和基地と通伯設定できない時

は，モーソン基地と交侶を試みたが，「あすか」には良好に入惑するが交偏不能であった．

6.2.2. 施設

あすか観測拠点は，短波帯が 600W送信機（全波受信機付属）視用と同予備 1式を設置

している．他に VHF方向探知機気象ファックス受信機等を有する. 30マイル拠点に

VHF 25W トランシーベ 多段コーリニア空中線 l基， スリーブ空中線2基が設置されて

しヽる．

主たる雪上車に短波 100W トランシーベ 巻取型ダイホール空中線 (3, 4, 7 MHz用）

1式， VHFlOW トラソシーバ，ホイップ空中線 l式を装備している． また， 515号車の

み小型レーダーを搭載している．以上，数量的には機器測定器を含め揃っており良好に動作
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しているが，劣化老朽機器の換装，空中線系の増設が望まれる．

6.3. 建築土木，設営一般

基地内の作業としては，基地内の面積か小さく，収納スベースか狭いため収納即としての

身洞掘りや通路園洞の修正としての雪洞掘りを，総員あるいは手空き隊員による作業として

逐次行った．建物の保守点検は必要に応じて行う形をとった．外作業としてはデホ物資の柏

雪対策として除雪，移動，掘り出し等を総員あるいは手空き総員による作業として実施した．

機械工具類は安全地帯 B から安全地帯 A'への通路にある棚の 4分の 1を大工道具と共に

俣管場所とした．スヘースが狭いため，材料は屋外デポとという形をとっており，必要に応

じて基地内に搬入した．

越冬中盤の 7月になるまでの間に安全地附 A, B, A'に付いている防火扉がすべて開閉

不能になった．薯圧のためと思われるが防火扉の外枠が変形したものであり，特にド部の方

が激しかった．変形部を削り洛したが， 最大の箇所はド部で 7mm, 上部て 3mmであっ

た．また，第 28次観測隊から引き継き時，指摘されていた安全地術Bと発崖棟間通路は上

部のずれがさらに進行し，安全地帯B階段上の防火扉が天井と密着して聞閉不能となった．

この防火扉は越冬中 2回の修繕を行った．安全地帯B/廿口古洞は犬井の梁を切断し，補強用

に柱を建てたが，苫洞の天井はわずかながら沈降を続けており， 6カ月で 2cm沈降した．

以上のほかには基地建物の顕著な異常は認められなかった．晶地自体が雪中にあり古による

圧力が常時作用しているため，強度的に弱い部分が大きく変形している．専門的な補強対策

が必要であろう．また基地に付随して作っている通路用の雪洞や物資置き場としての古洞も，

天井がわずかずつの沈下を続けている．また，屋外デポ物資は禎古による埋没のためデポ物

資の掘り出し，移動，デボ棚修理衿に多大な方力が費やされた．

6.4. 装備

準備状況：装備の調逹は，観測協力室の指導のもとに装備標準リストを検討改』し，第

28次観測隊からの装備調達参考意見や第 28次調逹リスト等を参考にしながら調逹を進めた．

第 29次観測隊は夏隊の装備をそのまま基地に残して越冬似が引き継ぎ使用することになり，

そのため旦隊装備と越冬隊装備， 30マfル地点小屋と皮輸送隊に必要な装備の 3本杜で調

逹した．

個人に支給する衣類は防寒靴等は各個人の体格に基づいて調逹したか，納期まで時間かか

かり作り匝しが出米なかった．代与品については在庫品のサイズ，数祉や肝粍度を調査し，

不足分を調達する訳であるが，昭和基地に比べ日然環境か著しく厳しい「あすか」の越冬隊

に良質なものを優先的にまわした．

個人装備：靴類のうち防寒雪靴は業者と改追点につき綿密に打ち合わせを行い，以t1Hから

指摘のあったかかとの改良を実施した．そのため着脱が容易になり，かかとの型崩れがなく

なった．防寒ゴム長靴は以期間の外作業や室内ばきに利用された．クト作業がことに多い「あ
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すか」の越冬隊員にとり，防寒用衣類のヤッケ，羽毛服の消耗が激しい．特に機械隊員の消

耗はひどいためナイロンヤッケや羽毛服は 1人2着は必要である．また羽毛服はかぎざきや

縫製部のほころびも目につき，特にファスナ一部やボケ、、＇卜の縫い付け部の改善が必要であ

る．

旅行用装備：小旅行を除き 5回の長期旅行が実施され，そのため消耗の激しい黒皮手袋，

ゥール厚手手袋， ウール厚手靴下を必要に応じ旅行隊員に支給した．ナイロンヤッケ，羽毛

服等は旅行用予備装備として携行した． ピッケル，アイゼソは旅行隊全員に貸与し， レスキ

ュー用品として柳行李に収納し非常用装備として 3梱包携行した．また各自に 1個支給した

ライフミラーは，ヘリコプターからの位置確認に重宝した．

某地内生活用装備品：基地にある娯楽用品は，音響映像関係のものとして VHSビデオデ

ッキ， レーザーディスクプレーヤー，カセットデッキがある．スポーツ的なものとして卓球

セット，サイクルトレーナー，サッカーボールがある．ゲーム的なものとしてキャロム，ダ

ーツ，輪投げ，マージャン， トラソプ，将棋，囲碁などがある．音響映像関係のソフトウェ

アーとして VTRテープが 156本， レーザーディスクが 15枚，カラオヶ用小型レーザー

ディスクが 1セット，カセットテープが 52本準備された．利用状況として，食事時にはカ

セットデッキによる音楽，暇な夜はカラオケや VTR, レーザーディスクの映画鑑賞がよく

行われた．また各種行事の第2部ではカラオケに人気があった．酷使に耐えてきたレーザー

ディスクプレーヤーは越冬中盤にやや不調になってきたが，通信担当者が修理し以後トラブ

ルなく作動した． 「あすか」の自然環境は厳しく外でのストレス解消， 体力維持のためのス

ボーツがほとんど出来ない．そのため基地内での娯楽となるが全員揃って行うとすれば種目

も限定される． 日常的には輿味関心のある種目に一部の隊員同士が楽しんでいた．

6.5. 医療

「あすか」は少人数越冬のため， 野外作業の個人にかかる負担が予想以上に大きく， その

ため胸祁出口虻候群，テニス肘，椎間板ヘルニア再発等の整形外科的疾息の発生が目立った．

発症時期も，野外作業の多くなる越冬開始時期と越冬明けに見られた．表 10に月別疾病発

生数を示す．

随康管理：前期 (3月初旬）及び後期 (9-10月初旬）の 2回，「あすか」隊員全員に健康

診断を実施した項目は閻診，心理テスト，理学所見，血}.E, 脈拍， 一般血液検壺 (Hb,

赤血球数，白血球数），血液化学検在（総蛋白量， アルブミン， 血清総コレステロール量，

GOT, GPT, ALP, r-GTP, 血中 BUN, rfil中クレアチニン，尿酸，電解質 (Na, K, CJ, 

Ca, P)席である. 3名に r-GTP, トランスアミナーゼに軽度上昇を認めたが， 自覚的他

覚的にも閻題なく，生活指導することなくそのまま様子を見た．

内陸旅行に同行するため，桔地に医師不在となることに備え，簡単な治療マニュアルとと

もに常用される薬品を整理保管，一般隊員の使用に供した．また旅行隊には医師同行の有無
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表 10 月別疾肘発生数
Occurrence record of sickness and wounds at 

December /987 to January /989. 
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に従って， 内陸旅行の期間に合わせて野外救急医薬品セットを整備した．

第 28次観測隊が持ち込んだばかりなので医療機器，衛生材料等では在庫数をチェックし

たのみで特に閻題はなかった． 医薬品は，抗生物質等ですでに使用期限を切れたもの， まも

なく切れるものをリストアップし， 期限切れのものは処分した．

環境衛生：上水道， 浴槽水及び造水槽の水質検査を実施したところ， かなりの量の大腸菌，

一般細菌が検出された．特に造水槽で最も多く細苗が検出され，造水槽が感染源であると考

えられる．浴槽の排水槽内が青味がかっていることから， トイレ排水槽からハイポリンを含

むトイレ排水が浴槽排水槽へ逆流したことが推定される．浴槽の排水がトイレ前の床に時々

溢れたことがトイレ前の床全体に汚染を広げた． さらに同部を歩いて汚染した長靴等で雪入

れを行ったために造水槽内へ細菌の汚染が及んだものと推定される．造水槽内は温度も高く，

細菌の好適な培地となったことは容易に想像され， ここで大腸菌をはじめとする細南が繁殖
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したものと考えられる．対策として造水槽の殺菌消毒， トイレ前の床消毒，スノコ設置，下

水管の整備を実施した．

精神衛生：身体的に低下した状態が続いた場合に焦燥惑，ストレスを来したものが見られ

たが，総じてrm題なく経過した．娯楽としては限られていたが個人個人種々の形で楽しんで
おり，私信の FAX,~遁話等で日本との情報交換が容易に可能となったことも精神衛生上に

好影響をもたらした．

6.6. 食料・調理

日本及びオーストラリア購入の食柑は一部を除き， 基本的には越冬成立の 1988年 2月

1日より使用を始め，旅行用レーショソ作成も含め越冬終了まで余裕をもって運営すること

が出来た．第 30次観測隊との引き継ぎ時調理担当隊員は第V期隕石探査旅行に参加中で基

地には不在であった．このため基地残留の第 29次隊員に口頭及び因面をもって引き継ぎを

依頼し， 1988年 12月 20日より第 30次調理隊員に運営を任せた．

甚地内の冷凍庫には肉類・魚類のみを搬入し，野菜類その他は安全地帯Bの出入口横に新

設した雪洞に収容した．生鮮果実で冷凍にしたもの（オレンジ・グレープフルーツ）は飯場

棟に搬入し，冷凍バン・虹子類は屋外デポ地に保管し，必要に応じて甚地内に搬入した．冷

凍庫の保存状態はおおむね良好だが，一部温度変化に敏惑なものは，輸送中の温度変化も含

め，変色変質したものが見られた．また雪洞内は常時ー10"'-20℃ なので，越冬後半には

変色した野菜が多かった．禁凍結品のうちコンニャク等は食堂前の通路及び棚に，生鮮野莱

の大半とフルーツの半分・乳製品（チーズ・バター等）• 生鮮卵・マヨネーズ等は前室に収

納した．禁凍結品缶詰・瓶詰の一部がそり輸送されたため凍結し，使用不可となった．入り

きらない野菜の一部はしばらく主屋棟食堂内に搬入せざるを得なかった． フルーツの残り半

量は前記のごとく飯場棟に冷凍保存した．

前室の温度管理は主として食堂側•安全地帯 A 側の扉の聞閉にて調節した． 常時 0-3゚C

（天井と床の差はある）くらいに保っておくと生鮮品の保存に好適であった． 生鮮野菜の保

存状況は概して良く，ジャガイモ＞キャベッ＞タマネギ＞ニンジンの順に長持ちした．ジャ

ガイモ，キャベツは 11 月 13日， V期旅行に出発する時点でも間題なく使用できた．生鮮

卵もよく持った．

酒・タバコ類の消費量は隊によって違うが，内容は今までのようにナショナルブランドー

辺倒では，隊員のし好が多用化した現在，再考の余地があろう．缶ビールしま屋外デポに頼る

ため品質劣化（濁り等）は避けられなかったが，一般にオーストラリア製ビールが濁りも少

なく，スピリッツ類も含めオーストラリアは種類も多く安価である．スピリッツ類は安全地

帯A, ワイソ， 日本酒は前室に搬入した． ワイン・吟醸酒を除ぎすべての酒類は自由消費と

した． タバコは喫匪する隊員の好みの銘柄を購入し，全械を一括して渡し自己管理とした．
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7. 野外調査行動概要

第 29次あすか越冬隊が実施した旅行は， 昭和 63年 1月の第 I期隕石探査（夏期のセ

ールロンダーネ地学調在隊と合同）に始まり，平成元年 1月の第V期探査で調在旅行を終了

した. 5回の隕石探充旅行のほか， セールロンダーネ山脈への小旅行 3回， 30マイル地点

への夏隊見送り旅行及び車両等移送の旅行を実施した．表 11に旅行実施状況を，また図 5

に旅行ルートを示した．調壺行動の詳細は第 29次南極地域観測隊報告（国立極地研究所編，

1989) に述べられている．

表 11 野外釘動};_
Table 11. Field activities by Asuka party of J A RE-29, 1988-1989. 

-―__ I ___―--ーリ —·---__ ('り 地 Iベ

1 I第 I期隕石探査 バルヒェン山地域裸氷僧
（夏期地学調査隊と合[i:iJ) (あすか—バルヒェン山）

21夏地学調査隊見送り あすか-30マイル地，点
(30マイル地点最終点検）

31第n期隕伍探在とナン・セン ナンセン水原裸水晶•
氷原に至るルート聞払 I (あすか A246)
41第IlI期隕伍探it(燃料デホ） バルヒェン山地域裸氷俯

I 

あずか-RY175 

5 アマゾネス バート I ブラットニーバネ
（ルート保守，＇こ甘尺測定） (AB几ート）

.. -
フフットニー/~ネ
A40ーあすか

6 アマゾネス パート II
（ルート保守， 雪尺， 新ル
ート開拓）

1 I 30マイル車両物貨移送
(30マイル地点点検整viii>
81山地巡検

10 第V期阻石探雀

交代便 l 

II II 

30マイル地、点

Iパウクーエン，トールネ，
，ブラットニーパネ

，！第IV期隕石探在（新ルート！ニルスラルセ‘ノ山西方，
開拓，地質調査，燃料デボ） 1 南方裸氷ヽ：lいあすか—A40

(BO) -B 113-A I 30J 

ナンセン氷原裸氷罰

A233 -,Jらすか

あすか→A250 

期間 （日数） 人員数

1988.1.6-2.3(29) 
I '(夏隊3名7名）

l 988. 2. 6--2. 8 (3) 3 

1988.2. 10-3.5 (25) 5 

1988.3.22 4(地.4訳(1引1)き返す）
1988.3.24~ 5 

1988.4. 13-4. 15 (3) 5 

1988.4. 18-4.21 (4) 5 

19'.l8.9.22 9.27(6) 7 

1988.10.5 -10. 7 (3) 6 

1988.10.15-10. 29 (15) 6 

1988.11. 13-1989.1.21 (70) 

1988 .12. 15--12. 16 (2) 

1988.12.22--12.23 (2) 

7-5-9 

2 

4 
＇ 

I 

-- -一- ---- - - ----

8. おわりに

第 29次観測隊あすか越冬隊は隕石探査計画を中心に課せられた観測を計画通りに遂行出

来た．ただ， クレバス事故に遭遇したのは予定外であった．改めて南極の自然の厳しさと隕

石探査の困難さを認識させられた越冬であった．噴故を含め，一年余の「あすか」越冬に直

接ご支援下さった多くの関係者，関係機関の皆様に心から謝意を表します．特に，最悪の事

態を共に乗り越えてくれた隕石探査隊の諸兄と，救助行動に最善を尽くしていただいた関係

各位に深謝すると共に，これを本国から支えて下さった家族・友人の皆様に深く惑謝します．

最後に，大きな代償を支払った隕石探在ではあったが，今回採集した 2000個余りの隕石の
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中にかつて人類が採集したことがない「新種の月の海の岩石」が含まれていたことを記し，

越冬報告を終り主す．
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